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地域助成事業の募集について
令和２年度募金（令和３年度事業）の募集を行います。助成を希望される団体は、
申込書に必要書類を添えて、小豆島町共同募金委員会までお申し込みください。

（R２.５.２２〆切）お問い合わせ 82-5318
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サンシャイン

　

社
会
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
社
会
福
祉
法
人
は
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
を

実
施
す
る
責
務
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
小
豆
圏
域
は
小
規
模
な
法
人
が
多
い
た
め
、

こ
の
取
り
組
み
を
共
同
し
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
、
小
豆
島
の
10
の
社

会
福
祉
法
人
と
5
か
所
の
社
会
福
祉
施
設
が
「
小
豆
圏
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を

結
成
し
、
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、「
災
害
時
の
福
祉
的
支
援
の
た
め
の
備
え
」
が
あ
り
ま

す
。
今
年
度
も
災
害
セ
ミ
ナ
ー
と
福
祉
避
難
所
開
設
訓
練
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

災
害
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
社
会
福
祉
法
人
・
事
業
所
等
に
お
け
る
平
時
か
ら
のBCP

と
災
害
時
対
応
」
と
題
し
て
の
講
義
と
「
災
害
時
の
初
期
対
応
に
つ
い
て
」
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
祉
避
難
所
開
設
訓
練
は
、
平
成
30
年
度
は
小
豆
島
町
が
福
祉
避
難
所
と
し
て
協

定
を
締
結
し
て
い
る
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
会
で
行
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
、
土
庄
町
が

協
定
を
締
結
し
て
い
る
小
豆
島
老
人
ホ
ー
ム
お
り
～
ぶ
で
開
催
し
ま
し
た
。
開
設
訓

練
と
同
時
に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て
や
備
蓄
食
料
の
紹
介
な
ど
防
災
の
知
識

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

開
催
後
、
参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
内
容
に
は
満
足
で
、

常
に
災
害
弱
者
と
関
わ
っ
て
い
る
者
と
し
て
、
知
識
を
深
め
、
訓
練
を
重
ね
て
い
き

た
い
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
豆
圏
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
活
動

浜条北条

二面南蒲野
蒲野

室生

活発にグループワーク（サンシャイン会）

組み立てられた段ボールベッド
（小豆島老人ホームおり〜ぶ）

サンシャ
イン会弁

当

蒲野民生委員の方の手作りお土産

「一人暮らし高齢者を励ます会　池田地区」
12月 12日
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昨
年
十
二
月
の
民
生
委
員
全
国
一
斉
改
選
に
て
、
小
豆
島
町

で
は
五
十
六
人
中
十
七
人
が
新
し
く
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
二
期

目
三
期
目
の
方
々
も
、
新
た
な
決
意
で
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
強
い

使
命
感
と
情
熱
を
も
っ
て
努
力
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
全
国
の
先

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

小
豆
島
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長　

武　

部　

廣　

文　

輩
が
共
有
し
て
い
た
『
人
々
の
幸
せ
の
た
め
に
』
と
い
う
思
い
を
、
次
世
代
に
確
実
に
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
が
私
た
ち
民
生
委
員
児
童
委
員
の
責
務
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
役
割
で
す
が
、
民
生
委
員
法
第
一
条
で
は
「
常
に
住
民

の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援
助
を
行
う
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
わ
か

り
や
す
く
い
え
ば
、
●
自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て　

●
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
●

生
活
上
の
課
題
を
抱
え
、
支
援
が
必
要
な
人
の
身
近
な
相
談
相
手
と
な
り　

●
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
の
情
報
の
提
供
、
ま
た
行
政
等
の
関
係
各
機
関
に
よ
る
支
援
へ
の
『
つ
な
ぎ
役
』

と
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
、
法
十
四
条
、
児
童
福
祉
法
十
七
条
に
お
い
て
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
職

務
に
つ
い
て
、
●
住
民
の
生
活
状
況
の
把
握　

●
地
域
の
関
係
機
関
と
の
連
携
、
協
力
●

福
祉
行
政
機
関
の
業
務
へ
の
協
力
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
思
い
や
生
活
は
一
人
ひ
と
り
異
な
り
ま
す
が
、
誰
も
が
「
健
康
」
で
「
幸

せ
」
を
願
っ
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
そ
う
し
た
住
民
の
幸
せ
の
た
め
に
、

そ
れ
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
法
や
制
度
に
『
つ
な
ぐ
』
こ
と
が
そ
の
役
割
で
あ
り
ま
す
。

　
「
福
祉
」
と
は
、「
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
安
心
・
安
全
に
地
域
で
生
活
で
き
る

こ
と
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
法
や
制
度
に
よ
る
支
援
の
窓
口
に
住
民
の
思

い
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、
今
ま
で
以
上
に
一
歩
踏
み
出
し
、
常
に
地
域
の
人
び
と
の
「
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
」
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

な
に
か
困
っ
た
こ
と
、
不
便
だ
な
感
じ
た
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、
地
域
の
民
生
委
員
児

童
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
民
生
委
員
児
童
委
員
は
お
住
ま
い
の
自
治
会

長
・
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。）

　「香川おもいやりネットワーク事業」は、地域で孤立して社会との関わりが希薄となっている
さまざまな「生活のしづらさ」を抱えている方に対して、社会福祉法人施設と社会福祉協議会が
民生委員児童委員などと協働して行っている事業です。
　それぞれの持つ機能を活かし、制度につないだり、緊急を要する場合は現物給付による生活支援を行うなど、総合相談・支援に取り
組んでいます。
　また、地域住民の皆様による見守りなど地域でサポートし、福祉関係者や地域住民のネットワークづくりを行うとともに、さまざま
な福祉課題に対応するサービスや仕組みをつくり、豊かな地域づくりをめざします。

香川おもいやりネットワーク事業
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まずは、困っていることをお聞かせください

相談支援員がご相談をお受けします。お電話・来所どちらでも結構です。

相談支援員がご自宅に伺い、お話を聞くこともできます。

　
ご相談の中で、課題を一緒に整理していきます

不安や心配ごとをどう解決できるか、どう支援できるかを

分析し、必要な支援を把握します。

　
課題解決に向けた目標を立て、具体的なプランを一緒に作成します

あなたの希望を尊重しながら、必要な支援が計画的に

行われるよう自立に向けたプランを策定します。

　
プランに沿って取り組み、ひとつずつ課題を解決します

問題を解決するために、必要な関係機関と連携して支援を行います。

支援経過を確認しながら、計画の確認・見直しを行い、現在の生活を改

善します。

小豆島町片城甲４４−９５
小豆島町社会福祉協議会

月～金曜日
（祝日・年末年始を除く）
8：30～17：15

電話番号（82−5318）

所在地

★１

★２

★３

★４

相談支援の流れ

課題
　整理

プラン
作成

一緒に
取り組み

一人で抱え込まずに、まずはお気軽にご相談ください。

生活困窮者自立支援事業生活困窮者自立支援事業

小豆島町社会福祉協議会　生活あんしんセンター

就職・住居・家計管理
等をサポートします。

開設日
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赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金
令和１年度助成報告
４，２７７，３９５円

　共同募金報告　　　　（令和元年10月１日～ 12月31日）
　みなさまからの温かいご支援、ご協力により多くの善意が寄せられま
した。心から感謝申し上げますとともに、募金結果をご報告いたします。
　今後とも引き続きご協力くださいますようお願い申し上げます。
　みなさまから寄せられた募金は、香川県共同募金会にて集められた後、
一部が令和２年度に小豆島町の地域福祉活動資金として助成されます。

募金額内訳　　　　　（単位：円）
戸別募金　　　　４，３４４，８００
法人募金　　　　 １４３，０００
職域募金　　　　 ２７６，０００
街頭募金　　　　 　１２，８３９

　自動販売機　　　　 ３２５，４５８
そ の 他　　　　　 　３，４５５
合　　計　　　　５，１０５，５５２

ボランティア活動保険
　ボランティア活動中に起こるさまざまな事故によるケガや損害賠
償責任を補償する保険制度です。

★補償期間
　加入手続を完了した翌日から令和３年３月３１日まで
★そ の 他
　用途に合わせ、行事用保険や有償ボランティアの保険もあります。
ご相談ください。
★注　　意 
　複数のグループに所属しボランティア活動をされている方は、い
ずれかのグループで加入すれば、他のグループでの活動も補償対象
となります。
＜加入団体の活動内容＞
　　　　介護予防・観光ボランティア・託児・食育
　　 　　見守り・サロン活動等

（R １年度・加入者４００人以上）
補償内容・金額、その他加入条件などの詳しい内容については、社会福祉
協議会までお問い合わせください。　　　　　　　　☎８２－５３１８

★加入の条件
◦日本国内で、他人や社会に貢献する自発的な無償の活動
◦社会福祉協議会に登録されているボランティア個人またはグループ、　Ｎ
ＰＯ団体。
★年間保険料

基本プラン

３５０円

天災・地震補償
プラン

５００円保険料

あたたかな善意をありがとうございました。
平成31年3月～令和1年12月

寄 付 件 数　　　　　　 　6件
寄付合計金額　　　２５７，０００円

寄付にご協力お願いします

◦小豆島町社会福祉協議会
◦池田老人クラブ
◦内海老人クラブ
◦小豆島町老人クラブ連合会
◦小豆島町婦人会池田支部
◦小豆郡手をつなぐ育成会
◦小豆島町障害者協会
◦小豆島町障害者スポーツ大
　会事務局
◦小豆地区保護司会東分区　
◦小豆生活研究グループ
◦日方自治会　老人クラブ
◦城山保存会
◦西村中条自治会　
◦さわやかクラブ（草壁本町南）
◦あずき♪島っ子合唱団
◦中山農村歌舞伎保存会
◦西村原自治会

地域活動支援センターオリーブの皆様、ご善意ありがとうございました。

社協掲示板

香川県教育会（松平頼武会長）の「学
校貢献・地域貢献顕彰事業」として、
2月18日高松で表彰式がありました。
草壁福寿会では星城校区の学校交流事
業、特に「安全声かけ隊」（結成15年・
隊員60名）の子供を育てる運動が認め
られたものです。　　（記　藤本　壽）

（福祉のまちづくりに関する話題を集めました）

草壁福寿会が学校貢献で表彰

（令和２年１月31日現在）
令和元年度　小豆島町社協会費報告

《一般会費》　１，０８８，２００円
《賛助会費》　１，４１１，０００円
ご協力ありがとうございました。

●賛助会員募集●
　今後とも、一人でも多くの方
に社協の活動をご理解いただきご
協力をお願いいたします。

賛助会費（個人・企業）
　１口　１，０００円


